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【抄 録】 

野球のバッティングの練習方法の一つにバットスイングのみを行う「素振り」がある．素振りはボールを

打った場合に比べ，個人で行う時には，良いスイングであったか否かのフィードバックが得られにくい．本

研究では素振りと静止したボールを打つティーバッティングのバットスイング軌道の再現性を比較すること

で，指導に有効な素振りの特徴についての知見を得ることを目的として実験を行った．大学の硬式野球

部に所属する選手 10 名を被験者とし，素振りとティーバッティングを各 10 回ずつ行わせ，その試技をハ

イスピードカメラ 2 台で撮影した．撮影した映像から，バットとボールの 3 次元座標を算出し,素振りとティ

ーバッティングでインパクト時のバットの位置およびスイングの軌道を比較した．その結果，素振りとティー

バッティングに，インパクト時のボール中心とバットの芯の距離の左右方向 (内外角方向) の平均値，お

よび鉛直方向 (上下方向) の平均値の絶対値に有意差が認められた．また 10 回分の標準偏差は左

右，鉛直方向とも有意差が認められ，素振りのばらつきが大きくなることが明らかになった．また 10 回分

のバット芯の軌道を比較すると，素振りはティーバッティングに比べて，インパクトに向けて平均値からの

距離が変わらず，再現性が低下することが明らかになった． 
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